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1. はじめに 
教育の情報化が推進される最近，いわゆる「デジタ

ルネイティブ世代」と言われる教員養成課程の学生で

あっても，ICT機器利用の教育的価値が実感できていな
いといわれている(1)。文部科学省(2007)が公開した「ICT
活用指導力の基準」において，教員養成課程の大学生

が「授業の展開・評価」等に関する面が低調である(2)

という指摘もされている。 
教員養成学部における ICT 活用指導力の育成を目指
した事例は多く報告がなされているが，実際の学校現

場において実践を視野に入れた取り組みは少ない。現

場の教壇に立っていない学生も，将来に備えて ICT 活
用授業を支援する等の機会が求められていると考えら

れるだろう。 
そこで本研究では，千葉大学教育学部の専門科目「メ

ディアリテラシー教育演習」において，A 小学校での
ICT活用授業に関わる現場教員の要望に対して，学生が
協力や支援することを視野に入れた授業を開発した。

本稿では，開発し実践した内容に加えて，ICTを触れる
機会の少なかった受講生が，ICT活用指導力を身につけ
るために変容していく過程を報告する。 
 
2. 「メディアリテラシー教育演習」について  
	 専門科目「メディアリテラシー教育演習」では，こ

れまで地域と連携した短編映像制作に関わる活動に取

り組んできた(3)。メディアを批判的に読み解き主体的に

使いこなす能力であるメディアリテラシーについて，

これを高めるメディアリテラシー教育を実践する力量

を高めることを目的とした。 
	 本稿で取り上げていく2012年度は，前章で取り上げ
た ICT 活用指導力の育成が，教員養成教育において急
務であると考え，従来のカリキュラムから方針を変更

する形で行った。 
 
3. ICT利用の少ない学生に対する iPad活用 
「メディアリテラシー教育演習」を受講する教員養

成学部の学生は，学校現場の ICT 活用事例について学
ぶ機会はほとんどなく，ICTの利用経験も少ない。よっ
て，ICTの利用経験の少ない学生が苦手意識を持たない
よう，ICTに慣れ親しむことが重要である。 
そこで本実践では，iPadを 1人 1台に配布し日常的
な使用をさせることにより，ICT活用指導力を育成する

ための手掛かりとなるようにした。iPad は操作性に優
れ，教員の ICT 活用が十分ではなかった学校において
も，ICT活用向上がなされた報告(4)もみられている。こ

こで言う「日常的な使用」とは，学生が自宅等に持ち

帰り，教育用コンテンツからゲームなど，好きなアプ

リケーションを使用することである。まずは ICT 活用
指導ということを強制させず，学生の興味関心に沿っ

て iPadを自由に使用させることにより，無理なく ICT
に慣れ親しむことが期待できると考えた。 
 
4. A小学校との連携 

ICTに慣れ親しむだけでは，ICT活用指導力の育成ま
では期待できない。ただ ICT 機器の操作が行えるだけ
ではなく，教員養成教育という観点から実践的な ICT
活用まで行えるようになることが求められる。 
そこで，学校現場における ICT の実践的な活用を，
学生が協力や支援することを目指すために，A 小学校
と連携を行った。A 小学校は，筆者の 1 人でもある阿
部が講師として，6年生2クラスの総合的な学習の時間
を担当し，メディアリテラシー教育の実践を行ってい

た(5)。 
A 小学校の教員から活用事例を聞いたり，その学校
での要望から ICT 活用授業を支援したりするような場
を構想した。これにより，学校現場での実践的な ICT
活用の現実的な授業づくりの過程を，現場教員との関

わりを通して受講生に学んでもらうようにした。 
 
5. 授業の実際 
	 以上の観点をふまえ，2012 年度「メディアリテラシ
ー教育演習」において，表 1 のように授業を開発し実
践した。以下の受講生が対象である。 
 
	 ・受講生：28名（内訳：教育学部2年生11名，3年
生13名，4年生以上4名） 

	  
授業では主に3つの内容を取り上げた。1点目は，学
校現場における ICT 活用事例の紹介である。本授業で
は筆者らがこれまで授業実践開発研究室にて取り組ん

できた ICT教材を，実演とともに解説をした。2点目は，
メディアリテラシーを題材とした放送番組の検討であ

る。ICT活用の授業を支援するために，豊富なテーマが
取り上げられている番組が一つの受講生のヒントにな
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ると考えたためである。3点目は，iOSのアプリケーシ
ョン開発者による演習である。Apple社のプラットフォ
ームである iOS のアプリケーションはどのようにつく
られているか，教員養成学部の学生がその一部を，演

習を通して学ぶことは，学生自身のメディアリテラシ

ーを育成する観点から重要であると考えたためである。 
 

表1 授業の実際 
構成と内容	 回	 

(1) ・オリエンテーション。A小学校のICT活用授業の支
援・協力を行っていくことを受講生に依頼。そのた

めに，iPadを1人1台配布・貸出をし，自由に使っ
て慣れ親しんでほしいことを伝える。 
・Dropbox等，クラウドでのファイル共有をするため
のセットアップ，操作方法の簡単な説明。 
・ICT活用授業の実践事例の紹介。各教科における映
像教材・Flash 教材・プレゼンテーションソフトに
よるアニメーション教材などの制作や活用につい

て。それぞれのメディアの特性があることを理解さ

せる。iPadを活用した，“iBooks Author”を使った
自作教科書，コマ撮りアニメーションづくり等の授

業の紹介。 
・A小学校における，メディアリテラシーをテーマに
した放送教材を使った総合的な学習の時間の授業の

紹介。 

1〜2 

(2) ・事例紹介を受けて，A小学校に向けてどのようなICT
活用授業の支援が行えるかを，メディアリテラシー

をテーマにした放送教材をもとに，ブレインストー

ミング法にて検討。 
・準備等の時間を考慮した「実現可能性」と，授業と

しての「おもしろさ・重要さ」の重要性等の授業づ

くり全般の指導と解説。 
・パッケージのデザインを考えさせる授業と，スマー

トフォンを題材とした情報モラル授業との２つのテ

ーマについて，学生の関心に合わせてグループ分け。 

3〜4 

(3) ・2つのテーマに関して，グループごとでICT活用授
業やICT教材開発を検討。A小学校の要望を聞きな
がら試行錯誤で活動。 
・iPadのプレゼンテーションソフト“Keynote”等を
使い，グループの進捗状況とA小学校への授業の支
援について，発表と提案を行う。コメントと解説。 

5〜6 

(4) ・外部講師をお招きしたiOSアプリケーションの演習。
iOSアプリのアウトラインの把握，アプリを作るの
がそう簡単ではなく具体的に何が難しいのかの理

解，開発に行き詰まった時に相談できる人間を確保

することがねらい。 

7 

(5) ・パッケージのデザインを考えさせる授業と，スマー
トフォンを題材とした情報モラル授業との2つのテ
ーマの，授業実践の協力に向けた活動を行う。 

8〜14 

 
6. おわりに 
	 本研究では，A小学校での ICT活用授業を学生が協
力することを視野に入れた教員養成学部の授業を開発

し実践した。	 

	 最後に，iPad の日常的な活用について，A 小学校で
の実践についての 2 点を考察し，今後の課題を述べて
行く。 
6.1 iPadの日常的な活用について 
	 まず iPadを 1人 1台貸出することについては，受講
生の多くが配布時の感想として「面白い」「ワクワク」

「楽しみ」などの肯定的な記述を持っていた。全授業

が終了した際の iPadの使用状況を調査したところ，す
べての受講生が授業に直接関係しない，何らかのアプ

リケーションを使用していた。ICTの利用経験の少ない

受講生に，iPadを使って日常的に ICTに触れさせるこ
とについては一定の成果が伺えた。 
 
6.2 A小学校での実践について 
	 A 小学校の講師である阿部の要望等をもとに，パッ
ケージのデザインを考えさせる授業と，スマートフォ

ンを題材とした情報モラル授業との 2 つのテーマの
ICT活用実践の協力を行うことになった。 
	 パッケージに関する授業は，A 小学校の児童がお菓
子のデザインを考え，店頭に販売品として並ぶことま

でを行う一連の流れでの協力が行えた。依頼型の教材

ビデオを制作したり，デザインの素材となる画像を管

理し作成したりする等の支援を行うことができた。 
	 スマートフォンに関する授業は，SNS 等のアプリに
ついて，正しい使い方を学ばせる映像教材を制作した。

しかし，教材として授業を実践するまでの内容に至ら

なかった。 
	 以上の 2 つのテーマは，A 小学校の教員の要望や意
見などを伺いつつ，試行錯誤の過程の中で，ICT活用の
授業への支援を行わせた。この試行錯誤を「面白い」

と捉える受講生がいた一方で，「児童の実態を十分に把

握できなかった」と課題を述べる受講生もいた。 
	 ICT活用指導力を高めるために，ICT活用の授業がど
うあるべきものか，受講生自身が考え試行錯誤しなが

ら授業づくりを行う過程が必要であると示唆された。 
 
6.3 今後の課題 
	 本実践を通して受講生の ICT 活用指導力が向上した
かの評価については，今後も詳細な分析を重ねていく

必要がある。 
	 また，各学校機関と連携した，ICT活用の授業の協力
や支援を視野に入れた教員養成教育のあり方について，

今後も多様な実践を通して検討する必要がある。 
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